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「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
奇
跡
を
生
ん
だ
組
合
員
の
声
」

院
内
上
映
会
を
開
催
！

　

民
主
党
が
敗
北
し
た
本
質
的
な
原
因

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
主
党
の
分
裂

の
一
つ
の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
「
党

議
拘
束
」
と
「
処
分
」
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に

政
権
党
が
一
つ
の
政
策
を
巡
っ
て
分
裂

し
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た

の
で
は
、
有
権
者
が
安
心
し
て
政
権
を

託
す
た
め
に
一
票
を
投
じ
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
や
イ

ギ
リ
ス
な
ど
、
二
大
政
党
制
が
定
着
し

て
い
る
国
で
は
何

故
に
分
裂
が
起
き

な
い
の
か
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ

は
、
ご
存
知
の
よ

う
に
民
主
党
と
共

和
党
の
2
大
政
党

制
で
す
。
基
本
的

に「
党
議
拘
束
」は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
々

の
法
案
へ
の
対
処
の
仕
方
は
指
し
示
さ

れ
ま
す
が
、
党
の
方
針
で
縛
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。
地
方
や
民
族
、
職
域
な

ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
国

会
議
員
は
、議
員
個
人
の
意
志
や
判
断
、

行
動
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
定
着
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
法
案
に
反
対
し
た
か
ら
と

い
っ
て
「
処
分
」
さ
れ
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
、
必
然
的
に
あ
り
え
な
い
の
で

す
。
な
ん
と
民
主
的
な
こ
と
か
！

　

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
イ
ギ
リ
ス
は
議
院
内

閣
制
で
、
労
働
党
と
保
守
党
と
で
政
権

を
争
い
、
自
由
民
主
党
と
い
う
小
党
も

存
在
し
て
い
ま
す
。イ
ギ
リ
ス
に
は「
党

議
拘
束
」
は
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は

両
党
と
も
「
処
分
」
は
ほ
と
ん
ど
な
い

よ
う
で
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
党
の
方

針
に
反
対
し
た
議
員
に
は
、
党
本
部
の

判
断
で
次
回
の
選
挙
で
公
認
を
出
さ
な

い
こ
と
も
し
ば
し

ば
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
各
々
の
選
挙

区
の
党
組
織
が
公

認
を
出
す
権
限
を

持
っ
て
い
る
の
で
、

公
認
を
気
に
し
て

意
に
反
す
る
投
票

行
動
を
す
る
と
い

う
こ
と
も
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
も
同
様
に
、

「
党
議
拘
束
」
も
「
処
分
」
も
あ
り
ま

せ
ん
。
正
に
民
意
を
反
映
し
た
政
治
の

で
き
る
仕
組
み
、
知
恵
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
政
党
政
治
も
ぜ
ひ
見
習
う
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　
田
城
郁
後
援
会
は
、
3
月
11
日
、
会

計
監
査
を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

田城議員近況

　

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
た
組
合
員
の
う
ち
1
万
1
千
名
以
上
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
震
災
の
現
実
と
教
訓
、
さ

ら
に
提
言
を
ま
と
め
た
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
奇
跡

を
生
ん
だ
組
合
員
の
声
」
と
題
す
る
冊
子
を
作

成
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
主
立
っ
た
証
言

を
集
約
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
3
月
5
日
、
参
議
院
議
員
会

館
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
上
映
会
を
開
催
し
た
。
会
場

に
は
、
国
会
開
会
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理

出
席
を
含
め
、
25
名
の
国
会
議
員
が
参
加
し
、

全
体
で
は
70
名
以
上
が
参
加
を
得
た
。

　

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
は
い
え
、
生
々
し
い
証

言
に
目
頭
を
押
さ
え
る
参
加
者
も
い
た
。
上
映

後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
登
場
し
た
、
被
災
し
た
組
合
員

２
名
か
ら
あ
ら
た
め
て
、
当
日
の
様
子
と
、
そ

こ
か
ら
得
た
教
訓
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

各
議
員
か
ら
は
、
被
災
地
に
対
す
る
思
い
と

と
も
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
を
国
政
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
と
い
う
力
強
い
感
想
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
こ
の
冊
子
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
国

会
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
、省
庁
、行
政
機
関
、

研
究
者
の
方
な
ど
に
寄
贈
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、

多
く
の
反
響
と
驚
嘆
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
短
縮
版
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
関

心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
2
月
27
日
、
韓
国

大
使
館
で
労
働
福
祉
官
・
参
事
官

と
面
会
。
韓
国
・
大
邱
地
下
鉄
労

組（
Ｄ
Ｓ
Ｕ
）解
雇
者
13
名
を
復
職

さ
せ
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

武
井
委
員
長
は
「
大
邱
地
下
鉄

労
組
の
皆
さ
ん
は
、
国
民
の
命
を

守
る
た
め
の
安
全
対
策
を
求
め
て

合
法
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
た
。

鉄
道
の
安
全
は
韓
国
鉄
道
の
発
展

の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
」
と

述
べ
、
解
雇
者
の
復
職
を
求
め
る

要
請
書
を
、
キ
ム
労
働
福
祉
官
・

参
事
官
に
手
渡
し
た
。
こ
れ
に
対

し
キ
ム
氏
は
、「
要
請
書
を
韓
国

の
担
当
者
に
渡
し
、
処
置
が
行
わ

れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　

ま
た
、
大
邱
地
下
鉄
公
社
、
大

邱
広
域
市
、
韓
国
セ
ヌ
リ
党
へ
も

同
様
の
要
請
文
を
送
付
し
た
。

　

今
回
の
要
請
行
動
は
、
国
際

労
働
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
）が
昨
年
12
月
に
開
催
し
た

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
2
」
で
採
択
し
た
「
大

邱
地
下
鉄
労
組
解
雇
者
支
援
決

議
」
に
も
と
づ
い
て
呼
び
か
け
た

統
一
行
動
の
要
請
に
応
じ
て
行
っ

た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
要
請
行
動

を
皮
切
り
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
加
盟

す
る
７
カ
国
、
8
組
織
が
2
月
末

か
ら
3
月
は
じ
め
に
か
け
て
、
大

使
館
へ
の
要
請
行
動
、韓
国
政
府
、

大
邱
地
下
鉄
公
社
等
へ
要
請
文
送

付
を
行
っ
た
。

　

大
邱
地
下
鉄
当
局
は
、
2
0
0
4

年
に
1
9
2
名
の
死
者
を
出
し
た

車
両
火
災
事
故
へ
の
安
全
対
策
を

求
め
て
法
律
に
則
っ
て
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
し
た
Ｄ
Ｓ
Ｕ
組
合
員

を
、
2
0
0
5
年
〜
06
年
に
か
け

て
不
当
解
雇
し
た
。
以
降
、
現
在

ま
で
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
解
雇
処
分
撤
回
と

復
職
を
求
め
て
闘
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
こ
れ
か
ら
も
、
労

働
者
、
市
民
に
対
す
る
い
か
な
る

弾
圧
も
許
さ
ず
、
具
体
的
に
行
動

し
、
国
際
連
帯
の
輪
を
強
化
、
拡

大
し
て
い
く
。

　この2月、JR総連のホームページをリニューアルした。メニューを整理し、
必要な情報を取り出しやすくするとともに、これまで以上に速報性を重視
したサイトとなった。
　特に、新設した「書記局日記」では、JR総連が日々どのような活動に
取り組んでいるかを、簡潔に分かりやすく紹介していく予定。また、各単
組の取り組みについても、ここで紹介していきたい。ぜひ、各単組から
も情報を頂きたい。
　なお、これまでの情報などはページ上の「リンク」から、「JR総連旧サイト」
をクリックすることで表示される。
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いざ！という時、
　 大丈夫ですか？
　　  あなたの保険

現場で被災した組合員

JR東労組 石井副委員長

在日韓国大使館での要請

日　本

ニュージーランド タ　イ フィリピン 台　湾

真剣な眼差しの国会議員の皆さん

韓国・大邱地下鉄労組の闘いに連帯し、大使館で要請行動

 					     　▶▶ホームページをリニューアルしました
　

3
月
9
日
、「
つ
な
が
ろ
う
フ
ク
シ
マ
！
さ
よ
う
な
ら
原

発
大
集
会
」
が
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
震
災
か
ら
2
年
、

原
発
被
害
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
集
会
で
は
あ
っ
た

が
、
全
国
か
ら
1
万
5
0
0
0
名（
主
催
者
発
表
）が
結
集
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
3
8
0
名
が
結
集
し
、「
脱
原
発
」「
平
和
憲

法
堅
持
」
を
訴
え
た
。
国
内
各
地
で
も
同
様
な
集
会
が
催
さ

れ
「
フ
ク
シ
マ
の
願
い
は
私
た
ち
の
思
い
」
と
抗
議
行
動
の

輪
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

海
外
で
も
連
帯
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
原
発
や
関
係
省
庁
を
取
り
囲
む
人
間
の
鎖
で
、

即
時
廃
炉
、
福
島
を
風
化
さ
せ
な
い
思
い
を
訴
え
た
。
台
湾

で
は
、
全
国
で
20
万
人
以
上
の
人
々
が
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

脱原発社会を実現しよう！

つながろうフクシマ！ さようなら原発大集会

太
田
国
土
交
通

大
臣
を
表
敬
訪
問

　

3
月
2
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
太
田
国
土

交
通
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
作
成
し
た
冊

子
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
渡
す
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
鉄
道
を

目
指
し
て
政
策
提
起
を
行
っ

て
い
る
Ｊ
Ｒ
総
連
・Ｊ
Ｒ
東

労
組
へ
の
今
ま
で
以
上
の
理

解
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
太
田
大
臣

は
、「
体
験
者
の
声
」
を
参

考
に
し

て
、
今

後
の
対

策
に
活

か
し
て

い
き
た

い
と
述

べ
た
。


